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要 旨 合 併 銀 行 名 に 関 し て 、 昔 、 東 京 銀 行 を 三 菱 銀 行 が 「 吸 収 j し て 東 京 三 菱 銀 行 に 、 今 、
さ く ら 銀 行 （ 太 陽 神 戸 三 井 銀 行 ） と 若 干 よ り 規 模 が 大 き い 住 友 銀 行 と で 三 井 住 友 銀 行 に 、
こ れ が 通 例 で あ り 、 こ れ に 対 し て 、 規 模 が 大 き い 関 東 銀 行 と 小 さ い つ く ば 銀 行 が 合 併 し て
関 東 つ く ば 銀 行 に な っ た こ と は 異 例 で あ り 、 本 報 告 で は 、 合 併 銀 行 名 の 意 味 論 に 関 し て 考
察 を 進 め る 。 -. 
1. は じ め に
こ の 報 告 の 目 的 は 、 次 の （1 ）の 通 り で あ る 。 （ 注 ①）
(1 )  こ の 報 告 で は 、 合 併 銀 行 名 の 通 例 と 異 例 を 対 象 に し て 、 合 併 銀 行 名 の 意 味 論 を 考 察 す
る
合 併 銀 行 名 に は 、 旧 銀 行 名 を 用 い な い 場 合 も あ る け れ ど も 、 旧 銀 行 名 を 残 し て い る 場 合 が 、
直 接 の 考 察 対 象 と す る 。
2. 合 併 銀 行 名 の 通 例
合 併 銀 行 名 の 通 例 と 考 え ら れ る 事 例 と し て 、 旧 く は （2 ）の 場 合 を 挙 げ る こ と が で き る 。
(2 ） 東 京 三 菱 銀 行 ： 東 京 銀 行 を 三 菱 銀 行 が 「 吸 収 j し て 、 合 併 後 に 命 名
新 し く は 、 （3 ）の 場 合 が 、 記 憶 に も 新 し い 。
(3 ） 三 井 住 友 銀 行 ： 太 陽 神 戸 三 井 銀 行 改 め さ く ら 銀 行 と 若 干 規 模 が 大 き い 住 友 銀 行 と で 命
名
こ の （3 ）に お い て 、 興 味 深 い こ と に 、 こ の 合 併 の 前 段 階 の 合 併 時 に は 、 三 井 銀 行 が 立 場 を 逆
に し て い た た め に 、 太 陽 神 戸 三 井 銀 行 の よ う に 、 三 井 が 太 陽 神 戸 の 右 側 を 占 め て い た 。
銀 行 の 合 併 と し て 比 較 的 大 規 模 で よ く 知 ら れ た 、 東 京 三 菱 銀 行 や 三 井 住 友 銀 行 の 実 例 か
ら 、 通 例 と し て 、（ 4 ）と し て ま と め る こ と が で き る 。
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(4）合併銀行名：小さなA銀行と大きなB銀行とが合併後、通例、 AB銀行が合併銀行
名となる
(4）のAに、東京や三井が相当し、 Bに、三菱や住友が相当していることは言うまでもない。
3.平行的（と思われる）類例
筆者は、本学の教養部英語教室に所属していた時期に、 （4）を新聞社勤務の長かった同僚
から教わったと記憶し、その時以来、次に挙げる 3つの平行的 （と思まれる）類例を思い
付いて、理解が難解ではないと思っていた。類例の第lは、 （5）である。
(5) 高等学校の命名 ：E杢主笠習志野高等学校と千葉且主主笠高等学校（後者により 日大
が出資）
日本大学の附属高等学校は、日本大学の出資比率に応じて、その比率がより大きい場合に
は、千葉E杢主主高等学校のように、日本大学が高等学校の直前に置かれ、逆に、より小
さい場合には、旦杢主主習志野高等学校のように、日本大学が高等学校とは離れて置かれ
るのである。
類例の第2は、 （6）である。
(6）融合学問名：心理言語（学）と言語心理（学）（両者とも下線部学問の下位部門と理
解される）
昨今、融合という言い方は流行の感さえ呈し、本学には融合科学研究科という融合が研究
科名に直接使用される程であるけれども、心理言語学は、 言語学中の下位部門であり、逆
に、言語心理学は、心理学中の下位部門である。現文学部授業科目である言語学概説が、
旧現文学部授業科目である言語学概論と呼ばれた頃、東京三蓋墾笠を例にして、心理霊童
」笠Lや言語心理（学） という用語法を説明した。
そして、類例の第3は、 （7）である。
(7）英語複数形容詞順序： threeexpensive long旦dribbons（より本質的な形容詞が名調
の直前）
過去に、大学入試センター試験にも出題されたこともあり、今後もその可能性が充分に考
えられるけれども、複数の形容詞が名調を修飾する場合、名詞に対してより本質的形容詞
が名詞の直前に置かれるという原則が存在するため、 expensiveJong担dという順序のみ
が許容されるのである。（注②）
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4. 合 併 銀 行 名 の 異 例
通 例 が あ る か ら に は 、 異 例 も 存 在 す る 可 能 性 が あ る 訳 で 、 合 併 銀 行 名 も そ の 例 外 で は な
く 、 筆 者 は 、 退 官 し た 同 僚 の 科 目 等 履 修 生 で 開 講 し て い た 言 語 機 能 論 に も ご 出 席 の 方 か ら 、
そ の ご 指 摘 を 受 け た 、 そ れ は 次 の （8 ）に ま と め る こ と が で あ る 。
(8 )  関 東 つ く ば 銀 行 ： 関 東 銀 行 が つ く ば 銀 行 よ り 規 模 が 大 き い の に 、 つ く ば 関 東 銀 行 で は
な い
こ の （8 ）の 場 合 、 規 模 の 大 き さ は 、 更 に 、 地 方 銀 行 と 第 二 地 方 銀 行 と い う 銀 行 の 格 付 け に ま
で 及 ん で い る 。
同 様 に 、 （9 ）の よ う な 事 例 も 存 在 す る 。
(9 ） 西 日 本 シ テ ィ 銀 行 ： 西 日 本 銀 行 が 福 岡 シ テ ィ 銀 行 よ り 大 規 模 で も 、 シ テ ィ 西 日 本 銀 行
で は な い
(9 ）の 場 合 も 、 規 模 の 大 き さ は 、 更 に 、 地 方 銀 行 と 第 二 地 方 銀 行 と い う 銀 行 の 格 付 け に ま で
及 ん で い る 。
関 東 つ く ば 銀 行 の ご 教 示 者 が お 示 し の 理 由 や 、 シ テ ィ と い う 片 仮 名 語 に 注 目 す る と 、 つ
く ば 関 東 銀 行 や シ テ ィ 西 日 本 銀 行 が 存 在 し な い 理 由 は （叫 に ま と め る こ と が で き る 。
(10） 異 例 の 要 因 ： 地 名 と し て 「 つ く ば J は 「 関 東 」 の 一 部、 旧 名 の 福 岡 シ テ ィ で も 片 仮 名
は 後 に 位 置
（附 の 異 例 の 要 因 が 働 く 場 合 、 通 例 が 異 例 と な る と い う 考 え 方 自 体 は 自 然 と 考 え ら れ よ う 。
5. 合 併 銀 行 名 と 平 行 的 類 例 の 決 定 的 相 違
直 感 （直 観 ） 的 に 思 い 付 く 、 合 併 銀 行 名 と 平 行 的 （と 思 わ れ る ） 類 例 と は 決 定 的 に 相 違
し て い る 。 ま ず 、 （1 ）で あ る 。（ 注 ③）
(1 )  高 等 学 校 名 は 不 可 逆 ：＊ 習 志 野 日 本 大 学 高 等 学 校 、 ＊ 日 本 大 学 千 葉 高 等 学 校
日 本 大 学 の 出 資 比 率 の 関 係 か ら 、 E 杢 主 主 習 志 野 高 等 学 校 や 千 葉 E 杢 主 主 高 等 学 校 を 、 そ
れ ぞ れ 、 習 志 野 E杢 主 主 高 等 学 校 や 旦 杢 主 主 千 葉 高 等 学 校 の よ う に 、 旦 杢 主 主 の 位 置 を 変
更 す る こ と は で き な い 。
次 に 、 （12）で あ る 。
(12)  融 合 学 問 名 も 不 可 逆 ： 言 語 心 理 学 は 言 語 学 で は な く 、 心 理 言 語 学 は 心 理 学 で は な い
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心理言語（学）や言語心理学（学）は、それぞれ、 言語心理学や心理言語学と言い換える
と、もはや、 言語学が心理学、心理学が言語学に変更になってしまうのである。
そして、 （13）である。
(13）英語形容詞も不可逆： expensivelong red以外のredlong expensive等5通りすべて
誤り
注②の前半と同じで、名調に対してより本質的形容詞が名調の直前に置かれるという原則
にl箇所でも逆らうと、その形容詞の順序は正しくなくなってしまうのである。
以上、直感 （直観）的に思い付く、合併銀行名と平行的 （と思われる）類例は決定的に
相違していることは、次の (14）にまとめられる。
(14）平行的 （と思われる）類例：右側が主要（部）で、主要（部）を左側にすることがで
きない
(13）の英語形容詞も 2っとすると、平行的（と思われる）類例の方は、右側と左側とが、非
可換なのである。
6.異例ながら可逆な合併銀行名
前節の平行的（と思われる）類例に対して、合併銀行名には異例ながら可逆という面が
ある。関東つくば銀行の英訳がKantoTsukuba Bankであるばかりでなく、三井住友銀
行の英訳がSumitomoMitsui Bankなのであり、 （14）に対して、（15）にまとめることができる
のである。
(15）合併銀行名： 主要部が右側ばかりでなく左側もあり得て、両方が主要部たり得る等位
構造
三井住友銀行がSumitomoMitsui Bankとその英訳ができるように、関東つくば銀行
(Kanto Tsukuba Bank）も異例ながら存在し、合併銀行名は等位構造で、旧銀行名が等
位要素で両方とも主要部なのである。
合併銀行名は、次の同と同類である。（注④）
脚本質的同類 ：早慶・慶早と社寺・寺社（cf.平行的類例では、 青緑・緑青と伝絵・絵伝）
早稲田と慶応や、神社と寺院が、両者とも、 主要部を担い、 等位構造を構成しているので
ある。
早慶を例にすると、 （同のように場合分けを進めることができる。
(1力早慶 ・慶早では、 ①早稲田側：早慶・②慶応側：慶早・③その他中立的：早慶
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早 稲 田 （ 応 援 ） 側 は 、 早 慶 を 使 い 、 こ れ に 対 し て 、 慶 応 （ 応 援 ） 側 が 、 慶 早 を 用 い 、 こ れ
以 外 、 そ の 他 中 立 的 （な 立 場 ） に は 、 早 慶 の 方 が 使 用 さ れ る の で あ る 。
7. 合 併 に お け る 主 客 （ host/guest） 関 係
試 合 等 々 の 競 争 の 場 で あ れ ば 、 前 節 の よ う に 、 自 ら を 主 と す る こ と で 説 明 が 可 能 で あ ろ
う が 、 合 併 の よ う な 場 合 、 大 規 模 な 方 が 、 自 ら を 主 と す る ば か り で な く 、 相 手 を 客 と し 、
更 に 、 主 が 客 に 上 席 を 譲 り 、 自 ら 下 席 と 考 え る べ き で あ ろ う 。（ 注 ⑤） そ れ で 、 次 の 闘 に
ま と め る こ と が で き る 。
(18） 大 規 模 な 方 が 小 規 模 な 方 を 合 併 す る た め 、 小 が 客 で 上 席 を 占 め て 、 通 例 、 三 井 住 友 銀
行 等 々
前 節 （1司 を 基 本 と し つ つ 、 主 客 関 係 を 考 慮 に 入 れ る 結 果 、 （1司 を 受 け 容 れ る こ と は 困 難 で は な
い で あ ろ う 。 尚 、 倒 と 同 類 に 、 仰 を 見 出 す こ と が で き る 。
(1功 赤 コ ー ナ ー と 青 コ ー ナ ー で 、 プ ロ レ ス で は 、 日 本 側 が 赤 コ ー ナ ー を 譲 っ て 青 コ ー ナ ー
に な る
(10）の 異 例 の 要 因 が 働 く 場 合 は 、 仰 の よ う に ま と め る こ と が で き る 。
位 。 。 。 ） 異 例 の 要 因 が 働 く と 、 同 と 異 な り 、 大 が 主 で 上 席 に な り 、 異 例 、 関 東 つ く ば 銀 行 等
異 例 の 要 因 が 前 提 と な っ て は じ め て 、 つ く ば 関 東 銀 行 で は な く 関 東 つ く ば 銀 行 に な る の で
あ る か ら 、 関 東 つ く ば 銀 行 等 は 異 例 で あ っ て も 、 三 井 住 友 銀 行 等 々 の 通 例 に 対 す る 支 持 に
も 反 対 に も な ら な い 。 闘 は 、 凶 の 場 合 と 共 通 点 が あ る 。
ω  ボ ク シ ン グ で は 、 チ ャ ン ピ オ ン が 赤 コ ー ナ ー で 、 挑 戦 者 が 青 コ ー ナ ー で あ る
側 は 、 異 例 の 要 因 に よ っ て 、 プ ロ レ ス か ら ボ ク シ ン グ へ と 共 通 点 が 移 行 し た の で あ る 。
8. 合 併 銀 行 名 の ニ ュ ア ン ス
合 併 銀 行 名 の ニ ュ ア ン ス を 吟 味 す る と 、 ま ず は っ き り し て い る の は 、 意 外 か 異 例 の 方 で
あ り 、 (2功の よ う に 考 え る こ と が で き る 。
凶 原 則 ： 小 が 客 で 上 席 と 、 例 外 ： 異 例 の 要 因 か ら 、 異 例 の 関 東 つ く ば 銀 行 は （17ゆ そ の 他
中 立 的
異 例 の 要 因 か ら 、 原 則 の 例 外 、 即 ち 、 異 例 と な る た め 、 。 ＠ の よ う に 関 東 側 に な る 程 で は
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なく、 （17ゆその他中立的と考えるのは、穏当であろう。
次に、まずまずはっきりしているのは、 これも意外か通例の方であり、こちらは闘のよ
うにまとめられる。
附原則：小が客で上席が適用される、通例の三井住友銀行は、（口ゆ早稲田側即ち左側で
あろう
小規模ながら （だから）客をよ席にし、その客側の方を中心にする命名法こそが、紳士的
銀行という業界の面目躍如たる所以かもしれない。
9.まとめ
以上、報告は、次のようにまとめることができる。
例合併銀行名の通例が、合併される側左側で優先され、異例では合併する側が優先なく
左側
本学に勤め出してから言語学概論を担当し出した頃まで、平行的 （と思われる）類例に止
まり、とある（名門学園副校長経験者の）科目等履修生に関東つくば銀行のご指摘を受け、
上記凶に到達したのである。
10.残された課題
残された課題として、闘を挙げておきたい。
闘 中央三井信託銀行はどのように説明されるべきなのか？
現時点では、凶のように、考えている。
側 中央信託銀行が三井信託銀行を吸収合併し、 （瑚異例の要因も働かず、 三井中央信託銀
行を予測
何が、 三井中央信託銀行ではなく、中央三井銀行にしているのか、今後の考察がまたれる。
（注⑥）
11.上手なお話しの三要素
お話しを上手にするためには、仰の三要素が大切と、特に米国で教えられていると耳に
することが少なからずある。
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。1) (  i）話 者 に も 聴 者 に も 既 知 、 何 ）話 者 に は 既 知 ・ 聴 者 に は 未 知 、 （泌 ）話 者 に も 聴 者 に も 未 知
本 模 擬 講 義 （ 報 告 ） で は 、 闘 が 心 積 も り で 進 め ら れ た 。
側 1. と 9. を 除 き 、 （i）に 2 . が、 （i ）に 3. か ら 8. が 、 そ し て （i ）に は 10. が 対 応 す
る つ も り
確 か に 、 お 話 し ば か り で な く 、 書 い た 文 章 に も 三 要 素 は あ り そ う で 、 こ れ を 参 考 に す る こ
と は 有 益 で あ ろ う 。
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注
①  ［ 付 記 ］ で も 触 れ る よ う に 、 模 擬 講 義 が 基 に な っ て い る の で 、 配 布 資 料 の よ う な 提 示 方 法 が 残 さ れ
て い る 。
② 換 言 す れ ば 、 他 の 5 通 り の 順 序 で は 、 名 調 に 対 し て よ り 本 質 的 形 容 調 が 名 調 の 直 前 に 置 か れ る と い
う 原 則 に 抵 触 し 、 許 容 さ れ な い と い う こ と で あ る 。 ま た 、 英 語 と 比 較 し て 、 日 本 語 の 場 合 に は 、 名
調 に 対 し て よ り 本 質 的 形 容 調 が 名 詞 の 直 前 に 置 か れ る と い う 原 則 が 比 較 的 厳 し く な く 、 全 6 通 り が
許 容 さ れ な い こ と は な い と 考 え ら れ る 。
①  ＊ は 、 誤 用 で あ る こ と を 表 す 。
＠ 菅 野 （2003） に お け る こ 字 交 替 漢 （字 ） 語 の 枠 組 で は 、 「 同 値 j で あ り 、 因 み に 、 平 行 的 （ と 思 わ
れ る ） 類 例 の 方 は 、 「接 点 J で あ る 。
⑤ 語 用 論 等 で ま す ま す 重 要 性 が 確 認 さ れ て い る 概 念 p oliteness ポ ラ イ ト ネ ス と 、 一 脈 通 じ て い る の で
は な い だ ろ う か 。
⑥  要 素 の 数 が 3 つ に ま で 拡 大 す れ ば 、 三 菱 東 京 U F J 銀 行 も 、 諜 題 と 言 え ば 謀 題 で あ る 。
［ 付 記 ］ 本 報 告 は 、 2009 年 7 月 16 日 （木 ）千 葉 県 立 匝 瑳 高 等 学 校 2 年 生 18 名 を 対 象 に 行 っ た 模 擬 （特 に 、
埼 玉 県 流 に は 出 前 ） 講 義 に 加 筆 ・ 訂 正 を 施 し て ま と め ら れ た も の で あ る 。 11 節 全 体 は 報 告 と し
て は 、 通 例 で は な く 異 例 か も し れ な い け れ ど も 、 こ の 要 因 が 異 例 の 要 因 と 考 え 、 削 除 は し な か っ
守 争
，』 。
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